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要素を初出ではそのまま省略せずに表示し、二回目以降は頭文字で（例：weke ‘ula / weke pueo 













シ）については、方言により成長段階の区分数が異なったため、表 2と表 3に別々に示した。 
 幼魚段階と成魚段階の合計 2段階からなるものは以下の 21例である。 
 
表 1：幼魚段階、成魚段階の合計 2段階からなるもの 




2.Thynnus tyynnus / Neothunnus kananā ‘ahi 
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‘ā / ‘a‘ā ‘ālo‘ilo‘i 
5.Priacanthus boops / P. cruentatus / 





hāpu‘upu‘u / ‘āpu‘upu‘u hāpu‘u 





‘ōlani/ ‘ōlali/ palae‘a / 
pākaueloa / pākaiele / 
kanaloa / pā‘ou‘ou / pāhouhou 
/ ‘āwela /  ‘awala 
hou 









‘ōhua kūpou / kūpoupou / 






‘āhua / ‘ōhua moano 
13.Cypselurus simus / Parexocoetus 
brachypterus / Exocoetus volitans
等（トビウオ科の魚） 










‘opelu kikā ‘opelu 
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17.Acanthurus xanthopterus（ニザ
ダイ科クロハギ） 
‘ōhua pualu / puwalu / 
palapala makiko / māikoiko 
18.Echidna  Neburos / 
Gymnothorax picta / Muraenophis 
pardalis 等（ウツボやウナギの仲
間） 
au‘au kī / puakī / ‘ōilo puhi  
19.Apsilus zonatus / Etelis marshi / 
E. carbunculus(フエダイ科の魚) 




pua uouōa uouōa 
21.Mulloidichthys auriflamma / 
Upeneoides arge / Mulloidichthys 
samoensis / Upeneus arge（ヒメジ
科の魚） 
‘oama weke ‘ula / w. pueo / w. 
‘ā (a‘a) / w. pahulu 
 
 幼魚段階、中間段階、成魚段階の合計 3段階からなるものは以下の 9例である。 
 
表 2：幼魚段階、中間段階、成魚段階の合計３段階からなるもの 
学名 幼魚 中間段階 成魚 
1.Kuhlia taeniura（ユゴイ
科の魚） 
puahole / pua 
aholehole 








pa‘ā‘ā halalū / hahalalū akule 
halalū / hahalalū pa‘ā‘ā 
4.Euthynnus alleteratus（サ
バ科スマ属） 




moi-li‘i palāmoi moi 
6.Albula vulpes（ソトイワ
シ科ソトイワシ） 
pua ‘ō‘io  ‘āmo‘omo‘o ‘ō‘io 
7.Eleotris fusca（ハゼ科テ
ンジクカワアナゴ） 
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8.Scarus ahula / S. 
perspicillatus / S. 
rubroviolaceus（ブダイ科
キツネブダイ属の魚） 
‘ōhua pōnuhunuhu / 
pānuhunuhu / male 
/ ‘ōmamale / 
palemo3 
uhu 
9.Caranx ignobilis / C. 





papiopio / pāpio pau u‘u / pā‘ū‘ū ulua (u. aukea / u. lāuli 








 幼魚段階、中間段階二つ、成魚段階の合計 4段階からなるものは以下の 5例である。 
 
表 3：幼魚段階、中間段階 2段階、成魚段階の合計４段階からなるもの 
学名 幼魚 中 間 段 階
１ 





pua ‘ama‘ama / 
pua / po‘olā / 
‘o‘olā 
kahaha ‘ama‘ama ‘anae 
2.Chanos chanos(サバヒー科
サバヒー) 
pua awa awa ‘aua awa awa kalamoho
3.Pristipomoides sieboldii / P. 
microlepsis /  Aphareus 
Furcatus / A. rutilans （フエダ
イ科のヒメダイ、クロマツ、
イシフエダイ、アカチビキ） 
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二つの中間段階及び成魚段階の区別の基準は基本的に大きさであると考えられる。Titcomb 
and Pukui (1952)では、項目 4（成魚 kūmū）以外の四つについて、大きさの目安を示している。
例えば、項目 1については、中間段階１の kahahaが手の長さくらい、中間段階 2の‘ama‘ama
が 8インチ位、成魚段階の‘anaeが 12インチ以上となっている。 
もう一つのパターンはわずか一例と特殊な例であるが、幼魚段階が 3段階に細分されとお
り、それに中間段階 1段階、成魚段階の合計 5段階からなるものである。 
 
表 4：幼魚段階 3段階、中間段階、成魚段階の合計 5段階からなるもの 





























(1)について詳しく述べると、最もシンプルな幼魚・成魚の 2段階分類が 21 例、中間段階
が加わった 3 段階分類が 9 例、中間段階 2 段階を含む 4 段階が 5 例、最も複雑な幼魚段階 3
段階・中間段階・成魚段階の 5段階が 1例と、段階数が増えるに従って例数が減少していた。 
(2)の例としては、表 1項目 8で同じ魚種の幼魚名が計 10存在するのを初めとして、同じ
く表１項目 6、9、12、13、14、17、18、19、表２項目 1、3、9、表３項目 1、3、4のいずれ
も最も若い幼魚段階に別名が存在している。尚、3段階分類においては、表２項目 3、7、8、
9のように、成魚段階の一つ前の中間段階で多様性が見られる事例が複数見られた。 
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(3)の例は二例見られた。表１項目 14 では、nenue という名称が、幼魚 pānohonoho・成魚
nenue という系列で用いられる場合と、幼魚名 nenue・成魚名 enenue という系列で用いられ
る場合の二通りがあり、それぞれ、nenue という名称が、成魚段階と幼魚段階という異なる
成長段階を示すことがあるとされている。もう一つ、表 2 項目 3 では、成魚名 akule に対す
る幼魚名と中間段階名に用いられる名称 pa‘ā‘āと halalū / hahalalūの順番が入れ替わって用い
られる場合がある、すなわち、pa‘ā‘ā（幼魚）＜halalū / hahalalū（中間段階）＜akule（成魚）





間段階）と共通である。表 2項目 9（成魚名 ulua、‘ōmilu）も同様である 6。akuと kawakawa
はいずれもサバ科、ulua、‘ōmilu はいずれもアジ科に属する近縁魚種同士であり、幼魚段階
及び中間段階でのそれぞれの魚の特徴も類似している 7。第二は、幼魚名のみ他の魚種と共
通というものである。表 1 項目 19（成魚名‘ula‘ula）の幼魚名の一つに‘ūkīkiki というものが
あるがこれは表 3項目 3（成魚名 kalekale）と共通である。 ‘ōhua（「家来、従属物」）という
名称は、表 1項目 7（成魚 hīnālea）、9（成魚 kala）、10（成魚 kupou 等）、12（成魚 moano）、
17（成魚 pualu）、表 2項目 8（成魚 uhu）で異なる魚種の共通の幼魚名として用いられている。
また、‘āhuaは前述の表 2項目 2、4で成魚名 aku、kawakawaの中間段階名として用いられて
いるが、表１の項目 12の成魚名 moanoの幼魚段階名と共通の名称となっている 8。このよう
に、‘āhua と‘ōhua は同様に、成魚段階より若い段階の魚の意味で用いられている。 
 
2.2. 成長段階名称の形成法 








名称を用いる場合が優勢であった。表 2 項目 5 及び表 3 項目５において成魚段階名 moi を、
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は成魚名‘ahaの全体を重複した例であり、同じく表１項目 3の幼魚名‘a‘ala‘ihiは成魚名‘ala‘ihi
の最初の音節を‘a を重複したものである。表１項目 9 の幼魚名 pākalakala のように一部の音









pua（「花、子孫、子供」の後ろに魚種名を付加したものである。例えば、表１項目 20の pua 
uouōaは pua（「子供」）に uouō（成魚名）が付加された複合的名称（「uouōaの子供」の意味）
である。表２項目 1、6、表３項目 1、2 も同様である。その他、＜成長段階＞を表す部分の













(8) 成長段階の数について、幼魚名と成魚名のみで合計 2段階をもつもの、中 1段階があり
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イ語でも、幼魚名と成魚名のみで合計 2段階をもつもの、中 1段階があり合計 3段階もつも
の、中数段階あり合計 4段階以上持つものが見られた 12。 






















海道方言の「ジャミ」は第 2 章の(4)の例で提示したハワイ語の‘ōhua と類似している。ハワ
イ語の‘ōhua も「ジャミ」同様、異なる魚種の幼魚名として用いられる。表 5 としてハワイ
語の主な例と北海道方言の例を対照する。 
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表 5:ハワイ語と北海道方言における異魚種間共通の幼魚名の例 
 幼魚 成魚 
ハワイ語 ‘ōhua hīnālea(ベラ科の魚) 
kala（ニザダイ科の魚） 
uhu（ブダイ科の魚）   等 









 幼魚名 成魚名 
ハワイ語 ‘ōhua-liko / ‘ōhua-kani‘o / ‘ōhua-pala-pohaku 等 manini 
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2  Pukui and Elbert (1982)には āholehole が若魚名で‘āhole が成魚名という記述がある。Titcomb and Pukui 
(1952)では āhole は成魚 āholehole の別名の一つとして挙げられている。 
3 Titcomb and Pukui (1952)では uhu の一種である uhu ula の若魚段階としているが、Pukui and Elbert (1982)
では uhuの若魚段階としている。 
4 pake uluaという名称は Randall(2010)、Hoover(2008)にハワイ語名として示されており、幼魚名として pāpio
を挙げている。Titcomb and Pukui (1952)には ulua の一種として学名 Caranx sexfasciatusが含まれているが
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ハワイ語名は示されていない。 
5 ‘ōmilu は、Titcomb and Pukui (1952)では ulua の一種として学名は Caranx melampygus、C. ferdau、C. 
gymnosthethoides、C. ajax 等複数の可能性を挙げている。より新しいデータである Randall(2010)、
Hoover(2008)では学名 Caranx melampygusとなっているのでそれに従った。 
6  ‘ōmiluの幼魚段階名と中間段階名については Titcomb and Pukui (1952)は明確には示していないが、ulua
類については共通に幼魚名 pāpiopio / pāpio、中間段階名は pau u‘u / pā‘ū‘ūであるとしているので、これ
らの幼魚名と中間段階名は‘ōmiluにも当てはまると思われる。尚、幼魚名 pāpioについては、Hoover (2008)
が‘ōmilu の幼魚名であると明示している。 
7  Titcomb (1952:87)は成魚段階になるまで aku と kawakawaは見分けが付き難いと述べている。 
8  Titcomb(1952:51)は幼魚段階では多くの魚が外見上似ているため同一の名称が用いられたと述べている。 







カンパチの 14（4 年、5 年など年数がつくアオギスは除外した）をあげているのに対し、ハワイ語では
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